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１．はじめに

筆者は波木井（2013）において、日本語のオノマトペの種類・特徴を先行研究などから整理し、
日本語の中でよく使われる日本語教育に必要なオノマトペを97語選定した。そして、それらを日
本語学習者に分かりやすく解説した「オノマトペ練習帳」を作成し、実際に各レベルの学習者対
象に学習効果を調査した。その結果、中級以上の学習者に有効であることがわかった。また、被
験者の誤用から、「ぱたぱた－ばたばた」、「ぴりっ－ひりっ」などの清濁の区別が難しいことが把
握できた。

そこで本稿では、先の研究で今後の課題とした、「オノマトペ練習帳」学習後の誤用を詳しく分
析する。それにより学習者の習得しづらいオノマトペを把握し、必要に応じて「オノマトペ練習
帳」の解説や練習問題を改訂し、さらなる学習効果を図りたい。

２．波木井（2013）概要

先の研究から、本稿に直接関係する部分のみ、簡単にまとめておく。

2－1．日本語教育における基本オノマトペの選定
三上（2006）で取り上げられた70語のオノマトペを基に、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」

を使い、すべてのジャンルでひらがなとカタカナの合計使用件数を調べ、150件以下のものを削除
した。また、基本動詞によく共起すると考えられるオノマトペも独自に調査し追加した。また、
同論文（波木井 2013）の既知オノマトペ調査で特別な教育をしなくても中級までの学習で習得で
きるとわかった「そろそろ」を除くと、基本オノマトペは以下の97語となった。

〈人の精神を表すもの〉　15語
いらいら、うきうき、うっかり、うんざり、おろおろ、がっかり、くよくよ、すっきり、そわそわ、
どきどき、はっと、はらはら、びっくり、ほっと、わくわく

〈人の動作を表すもの〉　42語
きょろきょろ、こっそり、しげしげ、じろじろ、そっと、ちらちら、ぼんやり、ざっと、すらすら、
はっきり、ぶつぶつ、ぺらぺら、ゆっくり、うろうろ、ぐんぐん、ぞろぞろ、のろのろ、ばたばた、
ぶらぶら、うとうと、ぐっすり、にこにこ、にやにや、きちんと、きびきび、ぐっと、さっと、
さっさと、しっかり、じっくり、じっと、すっと、ちゃんと、どっと、のんびり、ばったり、
ぱっと、ふと、ぶるぶる、ぷんぷん、ぼうっと、ぽんと

〈人の感覚を表すもの〉　14語
あっさり、さっぱり、さくさく、ぴりぴり、ぷちぷち、かさかさ、さらさら、しっとり、つやつや、
つるつる、ふっくら、ぎりぎり、たっぷり、ぼちぼち
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〈状態・程度を表すもの〉　26語
きらきら、ぎらぎら、ぴかぴか、くるくる、ぐるぐる、ごろごろ、がんがん、ちくちく、ふらふら、
からから、どんより、ばらばら、ぱらぱら、ぽかぽか、がたがた、かちかち、ぎっしり、ぐらぐら、
すっかり、ずらり、そっくり、どろどろ、どんどん、ぴったり、めちゃくちゃ、ゆらゆら

2－2．オノマトペ練習帳
最初に、日本語のオノマトペの種類や特徴、母音・子音のイメージ、音の清濁に対する程度の

違いなどを提示した。次に、基本オノマトペを４つのカテゴリーに分け、一つ一つのオノマトペ
を解説し、例文も載せた。また、それぞれのカテゴリーの後に、習得を確認するため、練習問題
を作った。その練習問題は、例文に合うオノマトペを三つの中から選ぶという形式で作成した。

2－3．習得度調査
「オノマトペ練習帳」に載せた練習問題を、学習前と後に二回行ってもらい、習得度を調査し

た。被験者は中国語母語話者４人と、韓国語母語話者２人で、中国語母語話者は皆日本語学習１
年の初級学習者、韓国語母語話者は日本語学習３年以上の中・上級者であった。結果を中国語母
語話者と韓国語母語話者に分けて考察したものが以下である。

まず中国人初級学習者４人についてであるが、全体に学習前と後とでは２割ほど正答が増えて
いた。しかし、〈人の精神を表すオノマトペ〉の分野では、４人中３人が１回目の調査より正答が
減るという結果も出た。日本在住経験のない初級の学習者にとっては、解説や練習問題のことば
自体が難しく、また日本の生活事情を知らないと解答できない練習問題もあったことから、初級
の段階で、教師による説明もなくひとりで「オノマトペ練習帳」で学習することは厳しいことが
分かった。

次に、上級の韓国人被験者についてであるが、最初の調査の段階で60問中35問と、半分以上出
来ていて、２回目の調査でも49問と８割以上正答した。被験者自身が練習帳の解説や例文などに
おいて、特に分かりづらいものはなかったと言っていることからも、上級者にとっては、「オノマ
トペ練習帳」が有効であることが分かった。

最後に中級の韓国人被験者については、一回目19問、二回目34問正解という結果であった。特
に〈人の動作をあらわすオノマトペ〉の分野で４問から11問正解に増え、著しい効果が見られた。

３．誤用調査

3－1．方法
先の調査結果から、「オノマトペ練習帳」で学習前の練習問題正答の結果を一回目、学習後の練

習問題正答の結果を二回目として、どのオノマトペが以下の項目に当てはまるかを調査する。そ
して、初級中国人学習者と中・上級韓国人学習者のグループに分けた中で、それぞれに共通する
オノマトペを探す。

一回目　　	 二回目
	 ×　	 →　	 ×　　（習得しづらい）
	 ○　	 →　	 ×　　（習得しづらい）
	 ×　	 →　	 ○　　（習得しやすい）
	 ○　	 →　	 ○　　（解説がなくても理解できる）
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また、清音・濁音の違いによる誤用や、一文字違いの誤用もすべて洗い出し、どの組み合わせ
が混乱しやすいかも把握する。なお、以下の結果に列挙するオノマトペは順不同である。

3－2．初級中国人学習者結果
〈習得しやすいもの〉

ぐんぐん（伸びる）、そっと（ドアを開ける）
〈習得しづらいもの〉

くよくよ（悩む）、いらいら（腹立ち）、しげしげ（通う）、さっさと（食べる）、
ちらちら（噂が耳に入る）、たっぷり（お湯）、じっくり（煮込む）、からから（天気）、
つるつる（すべる）、つるつる（肌）、ふっくら（炊けたごはん）、ぶつぶつ（文句言う）、
しっとり（美人）、ふらふら（熱で）、がんがん（ビール飲む）、がたがた（歯並び）、
ばらばら（に住む）、あっさり（酢の物）、どっと（客が来る）、ぷちぷち（梱包材）、
うんざり（続く雨）、すっきり（気分）、うろうろ（動きまわる）、ほっと（帰宅して）、
おろおろ（出産）、そわそわ（初めてのデート）、ばたばた（忙しい）、ごろごろ（お腹こわして）

〈清濁の誤用〉
ぴりっと（辛い）－ひりっと、びりっと
つるつる（すべる）－ずるずる
ぽかぽか（太陽）－ぼかぼか、ほかほか
しっとり（美人）－じっとり
ばらばら（に住む）－ぱらぱら、はらはら
ぷちぷち（梱包材）－ぶちぶち、（ぶつぶつ）
がたがた（歯並び）－かたかた
ぶらぶら（外出）－ふらふら
ばったり（会う）－ぱったり
ぱらぱら（小雨）－ばらばら
ぱらぱら（こしょうふりかける）－はらはら
ほっと（一息つく）－ぼっと
ふらふら（熱があって）－ぶらぶら
きらきら（目を輝かす）－ぎらぎら

〈一文字違い〉
からから（天気）－さらさら
つるつる（すべる）－するする
ゆらゆら（湯気）－ぐらぐら
ばたばた（忙しい）－はらはら
ぼちぼち（家を出る）－ぱちぱち
すっと（気分が）－そっと
そっと（ドアを開ける）－ぱっと
どっと（客来る）－ぐっと、ぱっと

〈解説なしで理解できるもの〉
うっかり（忘れてきた）、しっかり（戸締りする）、はっきり（見える）、どんより（空）
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3－3．中・上級韓国人学習者結果
〈習得しやすいもの〉

ぷちぷち（梱包材）、そっと（ドアを開ける）、さっさと（食べる）
〈習得しづらいもの〉

くよくよ（落ち込んで）、いらいら（腹が立って）、じっくり（煮込む）
〈清濁の誤用〉

ぴりっと（辛い）－ひりっと、びりっと
ぽかぽか（太陽）－ほかほか
ぱらぱら（小雨）－ばらばら
ぱらぱら（こしょう振りかける）－ばらばら
ばったり（会う）－ぱったり
ぶらぶら（外出）－ふらふら
ばたばた（忙しい）－ぱたぱた
ばらばら（に住む）－ぱらぱら

〈１字違い〉
ぼちぼち（家を出る）－ばちばち
すっと（気持ちが）－そっと
からから（天気）－かさかさ
ぱっと（派手にやる）－さっと

〈解説なしで理解できるもの〉
うんざり（続く雨）、うっかり（忘れてきた）、うとうと（寝る）、うろうろ（歩き回る）、
はっきり（見える）、さっぱり（シャワーを浴びて）、しっとり（美人）、ドンドン（ドアたたく）、
ぴかぴか（新車）、くるくる（変わる）

3－4．両グループに共通するオノマトペ
グループ分けした二つの結果を見比べると、共通するものは以下である。

〈習得しやすいもの〉
そっと（ドアを開ける）

〈習得しづらいもの〉
くよくよ（落ち込む）、いらいら（腹立ち）、じっくり（煮込む）

〈清濁の誤用〉
ばったり（会う）－ぱったり
ばらばら（に住む）－ぱらぱら
ぱらぱら（小雨）－ばらばら
ぱらぱら（こしょうをかける）－はらはら、ばらばら
ぴりっと（辛い）－ひりっと、びりっと
ぶらぶら（外出）－ふらふら
ぽかぽか（太陽）－ほかほか

〈１字違い〉
すっと（気持ちが）－そっと
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〈解説なしで理解できるもの〉
うっかり（忘れてきた）、どんより（空）

４．分析

これらの結果からわかることは、まず、初級の学習者が解説なしで理解できるオノマトペが、
「うっかり」、「しっかり」、「はっきり」、「どんより」で、すべて「－り」系である。この４つは初
級の学習段階で見聞きしたことがあるのだろう。そして、「オノマトペ練習帳」の独学によって、
習得しやすいものは「ぐんぐん」、「そっと」であることもわかった。これらのオノマトペは、そ
の他の類似オノマトペとの比較にも必要と思われるため、改訂版に残すこととするが、練習問題
からは除くこととしたい。

また、初級段階では独学で学習しても習得しづらいものは多く、グループに共通するものは28
語もあったが、中・上級者になると、共通して習得しにくいものは３語「くよくよ」、「いらいら」、

「じっくり」だけであった。やはり「オノマトペ練習帳」による学習が、中・上級学習者には有効
であることがわかる。しかし、ひとつ気になったのは、中・上級者が、人の感情を表現するオノ
マトペの内、「いらいら」をいろんな場面で選んでいることである。例えば、試験の結果が悪くて

「がっかり」すると、いつまでも「くよくよ」するという両場面で、二人とも共通して「いらい
ら」を選ぶという誤用が見られる。「いらいら」の認知度が高く、それ以外の感情を表す表現には
慣れていないためだと想像するが、人の感情を表すオノマトペの解説は、さらに丁寧なものに改
訂する必要があるだろう。

次に清濁の交替による誤用だが、予想した通り非常に多かった。そして、両グループで比較し
ても、中・上級者の誤用は、ほぼそっくり初級者にも見られ、すべてが h/p/b 行からはじまるオ
ノマトペである。日本語のハ行音の変遷が影響して、h/p/b 行はオノマトペのバリエーションが
豊富である。h/p/b 行を含むオノマトペについては、「オノマトペ練習帳」の最初の特徴を表す項
目で違いを説明し、もう一度一つ一つのオノマトペを解説する際に説明する必要があるだろう。

最後に１字違いの誤用はたくさんある中で、「すっと（気持ちが）－そっと」だけしか、両者に
共通するものはなかった。しかし、「ぼちぼち」（家を出る）を、初級学習者が「ぱちぱち」、中級
学習者が「ばちばち」を選んだり、「からから」（天気）を、初級者が「さらさら」、上級者が「か
さかさ」を選んだりというような誤用はあった。乾燥した状態を表現する際に、砂などには「さ
らさら」、肌などには「かさかさ」とも言うため、これらの違いも解説に付け加えるとよいだろう。

５．おわりに

本稿では、先の研究作成した「オノマトペ練習帳」で学習した後の学習者の誤用を詳しく分析
した。その結果、初級の段階でも、特に解説がなくてもわかりやすいオノマトペは、「－り」系が
多いことがわかった。また、中・上級者にとって、この「オノマトペ練習帳」は有効であるが、
人の感情をあらわすオノマトペについては、もっと丁寧なものに改訂が必要であることを確認し
た。さらに、学習者にとって特に難しいオノマトペは、ハ行の清濁のバリエーションの区別であ
ることがわかった。

これらを踏まえ、「オノマトペ練習帳」の改訂に進む。誤用が多かったオノマトペには、特にイ
ラストも入れることにした。本稿では紙面が限られているため、まず、精神状態を表すオノマト
ペについて、作文を課す部分や最後の練習問題部分は省いたものを資料１に掲載することとする。
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なお、波木井（2013）の調査は、被験者の少なさ故に、その結果を一般化するには十分なもの
ではなかったが、幸い学習者のレベルが散らばっており、すべてのレベルに共通する結果が見ら
れたため本稿ではそれを使用し検証した。しかし、本来であればもっと多くの学習者による調査
が必要であるし、「オノマトペ練習帳」を使い、教師によるオノマトペ教育を行った場合のレベル
別の効果など、研究したい事柄が少なからず残っている。それらについては先の課題としたい。

〈資料１〉

オノマトペ練
れん

習
しゅう

帳
ちょう

【1】	オノマトペとは
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【2】	日
に

本
ほん

語
ご

のオノマトペの特
とくちょう

徴
１）形

かたち

日
に

本
ほん

語
ご

のオノマトペには、ひとつの形
かたち

「A」からできたいろいろな種
しゅるい

類があります。「A」を繰
く

り返
かえ

した形
かたち

、「っ」止
ど

め、「り」止
ど

め、「ん」止
ど

めなどです。数
かず

がとても多
おお

く、オノマトペ辞
じ

典
てん

には
2000語

ご

～4500語
ご

あります。その中
なか

でも、繰
く

り返
かえ

しの形
かたち

「A」「A」が一
いち

番
ばん

多
おお

く、全
ぜん

体
たい

の４割
わり

以
い

上
じょう

です。

「A」「A」 きらきら　すらすら　ばたばた　ひらひら　ふらふら　ひりひり　からから

「A」「っ」 ＊きらっ　すらっ　ばたっ　ひらっ　ふらっ　ひりっ　ぽっ　からっ　むっ

「A」「り」 ＊きらり　すらり　ばたり　ひらり　ふらり　ふわり　はらり　からり　ぽろり

「A」「り」の強
きょうちょう

調    あっさり　うんざり　ばったり　ぎっしり　ぐっすり　はっきり　うっかり

「A」「ん」 ＊ことん　がらん　ばたん　ぱたん　きちん　ぽん　ぴん　からん

「A」長
ちょうおん

音 アーン　キーン　ブーン　バーン　しーん　ぼお　かあ　ぱあ　じい

「A」交
こう

替
たい

のらりくらり　めちゃくちゃ　からころ　ちらほら　ガサゴソ　ガタゴト

その他
ほか

＊ひょい　ぽい　とっと　さっさ　ぱっぱ　ダダダ　ゴゴゴ　ふっくら

� ＊普
ふ

通
つう

、うしろに「と」がついた形
かたち

で使
つか

われます。

	 また、これらの形
かたち

には共
きょうつう

通のイメージがあります。

繰
く

り返
かえ

し…「きらきら」「ばたばた」 動
うご

きが続
つづ

く。

「っ」止
ど

め…「きらっ」「ばたっ」 瞬
しゅんかんてき

間的な動
うご

き。スピード感
かん

。強
きょうちょう

調。

「り」止
ど

め…「きらり」「ばたり」 少
すこ

しゆっくりした動
うご

きがひと区
く

切
ぎ

りする。

「ん」止
ど

め…「きらん」「ばたん」 はずむ動
うご

き。音
おと

が消
き

えたあとまで残
のこ

るひびき。
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２）用
よう

法
ほう

（品
ひん

詞
し

）

副
ふく

詞
し

きらきら（光
ひか

る）　すらすら（読
よ

む）　ばたばた（倒
たお

れる）　はっきり（見
み

える）

動
どう

詞
し

ふらふらする　わくわくする　がっかりする　アーンする　ひりひりする

ナ形
けい

容
よう

詞
し

べちゃべちゃに（なる）　めちゃくちゃな（人
ひと

）　がたがたな（道
みち

）

名
めい

詞
し

ひらひら（がついた服
ふく

）　ぷちぷち（をつぶす）　きらきら（を飾
かざ

る）

３）母
ぼ

音
いん

のイメージ

a 大
おお

きい・ひろがり・全
ぜん

体
たい

・目
め

立
だ

つ

i 小
ちい

さい・速
はや

い・細
ほそ

い・高
たか

い音
おと

・緊
きんちょう

張

u 突
つ

き出
で

る・前
ぜん

後
ご

左
さ

右
ゆう

の動
うご

き

e 否
ひ

定
てい

的
てき

なイメージ

o 重
おも

い・内
うち

にこもる・目
め

立
だ

たない

４）子
し

音
いん

のイメージ

k 固
かた

い表
ひょうめん

面 軽
かる

い・小
ちい

さい・細
こま

かい ｐ 張
ちょうりょく

力のある表
ひょうめん

面 軽
かる

い・小
ちい

さい・細
こま

かい

g きつい 重
おも

い・大
おお

きい・粗
あら

い ｂ 破
は

裂
れつ

・肥
ひ

満
まん

重
おも

い・大
おお

きい・粗
あら

い

ｓ 滑
なめ

らか 軽
かる

い・小
ちい

さい・細
こま

かい ｔ 張
ちょうりょく

力の弱
よわ

い表
ひょうめん

面 軽
かる

い・小
ちい

さい・細
こま

かい

ｚ 流
なが

れる動
うご

き 重
おも

い・大
おお

きい・粗
あら

い ｄ 叩
たた

く・緩
ゆる

む 重
おも

い・大
おお

きい・粗
あら

い

ｎ 鈍
のろ

い・女
じょせいてき

性的 ｈ 息
いき

・美
うつく

しい・弱
よわ

い・静
しず

か

ｍ 柔
やわ

らかい・はっきりしない ｙ 甲
かん

高
だか

い・揺
ゆ

れ・頼
たよ

りない動
うご

き

ｒ 流
なが

れる動
うご

き ｗ 動
どう

物
ぶつ

や人
にん

間
げん

の声
こえ

・興
こう

奮
ふん

・動
どう

揺
よう

５）清
せい

音
おん

・濁
だく

音
おん

・半
はん

濁
だく

音
おん

（ぱぴぷぺぽ）
オノマトペには「かたかた－がたがた」「ころころ－ごろごろ」のように清

せい

濁
だく

で状
じょうたい

態の強
きょうじゃく

弱など
を言

い

い分
わ

けることばがたくさんあります。石
いし

が「ころころ」転
ころ

がると「ごろごろ」転
ころ

がるでは、
「ころころ」は小

ちい

さくて丸
まる

い石
いし

が転
ころ

がる音
おと

を、「ごろごろ」は重
おも

い石
いし

が転
ころ

がる音
おと

を表
あらわ

します。

清
せい

音
おん

…ほっと、ふらふら、ひらひら、ひりっと 弱
よわ

い・細
ほそ

い・小
ちい

さい・軽
かる

い・美
うつく

しい・快
こころよ

い・上
じょうひん

品

濁
だく

音
おん

…ぼっと、ぶらぶら、びらびら、びりっと 強
つよ

い・太
ふと

い・大
おお

きい・重
おも

い・汚
きたな

い・不
ふ

快
かい

・下
げ

品
ひん

半
はん

濁
だく

音
おん

…ぽっと、ぷらぷら、ぴらぴら、ぴりっと 濁
だく

音
おん

と清
せい

音
おん

の中
ちゅうかん

間のようす
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	 例
たと

えば、散
ち

らばるようすを表
あらわ

す「はらはら－ぱらぱら－ばらばら」には、落
お

ちる物
もの

に以
い

下
か

のよ
うな違

ちが

いがあります。

はらはら 涙
なみだ

・花
はな

びら・木
こ

の葉
は

など とても軽
かる

く、薄
うす

く、小
ちい

さい物
もの

の静
しず

かな動
うご

き。

ぱらぱら 小
こ

粒
つぶ

の雨
あめ

・ふりかけ・紙
かみ

など 軽
かる

く小
ちい

さい粒
つぶじょう

状の物
もの

、薄
うす

い紙
かみじょう

状の物
もの

の軽
かる

い動
うご

き。

ばらばら 大
おお

粒
つぶ

の雨
あめ

・豆
まめ

・大
おお

きな葉
は

など 大
おお

きく重
おも

い物
もの

の勢
いきお

いのある動
うご

き。

� ＊ 「はらはら」は人
ひと

の心
しん

理
り

状
じょう

態
たい

を表
あらわ

す場
ば

合
あい

にも使
つか

います。

【3】	オノマトペの意
い

味
み

・例
れい

文
ぶん

擬
ぎ

音
おん

語
ご

を（音）、擬
ぎ

態
たい

語
ご

を（態）で示
しめ

します。
また、＊で類

るい

義
ぎ

語
ご

を示
しめ

します。

〈1〉人
ひと

の気
き

持
も

ちを表
あらわ

すもの
 •	いらいら　（態）腹

はら

が立
た

っているようす。
	 ＊いらっと

10時
じ

の待
ま

ち合
あ

わせだったのに、30分
ぷん

待
ま

っても友
とも

達
だち

が来
こ

なくて、いらいら
した。
彼
かれ

は朝
あさ

から恋
こい

人
びと

とけんかしたみたいで、一
いちにちじゅう

日中いらいらと不
ふ

機
き

嫌
げん

だった。

 •	ぷんぷん　（態）
	 ＊ぷんと
①	 とても腹

はら

を立
た

てるようす
何
なに

に腹
はら

を立
た

てているのか、妻
つま

は朝
あさ

からぷんぷん怒
おこ

っていた。
昨
き の う

日喧
けん

嘩
か

したのをまだ怒
おこ

っていて、彼
かの

女
じょ

はぷんぷんして行
い

ってしまった。

②	 強
つよ

い匂
にお

いが立
た

ち込
こ

めるようす。
香
こう

水
すい

をぷんぷんさせた女
おんな

の人
ひと

とエレベーターで一
いっ

緒
しょ

になった。
この通

とお

りはいつもおいしそうな焼
や

き鳥
とり

の匂
にお

いがぷんぷんする。

	 ふんふん /ぷんぷん /ぶんぶん
ふんふんはうなづくようすに、ぶんぶんは何

なに

かを振
ふ

った時
とき

の音
おと

や、虫
むし

が飛
と

ぶようすによく
使
つか

われます。

 •	うきうき　（態）楽
たの

しい何
なに

かがあって、こころが弾
はず

むようす。
彼
かれ

は宝
たから

くじで１万
まん

円
えん

当
あ

たったと言
い

って、うきうきしていた。
半
はん

年
とし

ぶりに兄
あに

が留
りゅうがく

学から帰
かえ

って来
き

たので、母
はは

はうきうきしている。
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 •	わくわく　（態）喜
よろこ

びや期
き

待
たい

で胸
むね

が高
たか

鳴
な

るようす。
好
す

きなアイドルのコンサートが来
らいしゅう

週なので、今
いま

からわくわくしている。
宝
たから

くじの当
とう

選
せん

番
ばん

号
ごう

を調
しら

べる時
とき

は、いつもわくわくする。

 •	どきどき　（音・態）心
しん

臓
ぞう

の鼓
こ

動
どう

が速
はや

く、激
はげ

しく鳴
な

る時
とき

の音
おと

やそのようす。
	 ＊どきっと・どきりと

入
にゅうしゃ

社試
し

験
けん

の面
めん

接
せつ

をドキドキしながら待
ま

った。
いつも彼

かの

女
じょ

と会
あ

うとドキドキして何
なに

も言
い

えなくなる。

	 うきうき /わくわく /どきどき
うきうきは楽

たの

しいことが決
き

まっている時
とき

の心
こころ

の状
じょうたい

態を、わくわくは楽
たの

しいことを期
き

待
たい

して
いる時

とき

の心
こころ

の状
じょうたい

態を表
あらわ

します。そのため、「彼
かれ

は宝
たから

くじで１万
まん

円
えん

当
あ

たったと言
い

って、わくわく
していた」とは言

い

いません。また、どきどきは恐
きょう

怖
ふ

・不
ふ

安
あん

・期
き

待
たい

・驚
おどろ

きで心
しん

臓
ぞう

の音
おと

が強
つよ

く鳴
な

ることを表
あらわ

した、音
おと

に注
ちゅうもく

目した表
ひょうげん

現です。

 •	はらはら　（態）
①	 誰

だれ

かを見
み

て失
しっ

敗
ぱい

しないかと心
しん

配
ぱい

するようす。
彼
かの

女
じょ

が料
りょう

理
り

をすると、怪
け

我
が

をしないかと、はらはらする。
昨
さく

夜
や

は野
や

球
きゅう

の試
し

合
あい

をはらはらしながらテレビで見
み

ていた。

②	 涙
なみだ

や花
はな

びらなど、軽
かる

く薄
うす

く小
ちい

さい物
もの

が続
つづ

けて落
お

ちるようす。
春
はる

になると、この道
みち

は桜
さくら

の花
はな

がはらはらと散
ち

ってとても綺
き

麗
れい

です。
はらはらと舞

ま

う紙
かみ

しぶきの中
なか

から、役
やく

者
しゃ

が登
とうじょう

場した。

 •	そわそわ　（態）気
き

になることがあって、落
お

ちつかないようす。
好
す

きな彼
かの

女
じょ

の部
へ

屋
や

の窓
まど

が見
み

え始
はじ

めると、そわそわしてくる。
昨
き の う

日の合
ごう

コンではかわいい子
こ

が前
まえ

に座
すわ

ったので、そわそわして落
お

ち着
つ

かなかった。

	 はらはら /そわそわ
はらはらは誰

だれ

か他
ほか

の人
ひと

の身
み

に起
お

こっていることを見
み

守
まも

る立
たち

場
ば

で、心
しん

配
ぱい

する気
き

持
も

ちを言
い

うの
に対

たい

して、そわそわはひとつの事
こと

が気
き

になって落
お

ちつかず、他
ほか

の事
こと

に集
しゅうちゅう

中 出
で

来
き

ないようす
を言

い

います。

 •	おろおろ　（態）思
おも

いがけないことが起
お

こり、慌
あわ

てるようす。
料
りょうりちゅう

理中に地
じ

震
しん

が起
お

こり、火
ひ

を消
け

すのも忘
わす

れて、ただおろおろとしてしまった。
運
うん

転
てん

中
ちゅう

突
とつ

然
ぜん

横
よこ

のバイクが倒
たお

れ、おろおろしながら車
くるま

を降
お

りた。
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おろおろ /そわそわ
おろおろする状

じょう

況
きょう

は望
のぞ

ましくない事
こと

で、そわそわする状
じょう

況
きょう

は緊
きんちょう

張するがうれしい事
こと

だと
いう違

ちが

いがあります。したがって、「料
りょう

理
り

中
ちゅう

に地
じ

震
しん

が起
お

こり、火
ひ

を消
け

すのも忘
わす

れて、ただそわ
そわしてしまった」とは言

い

いません。

 •	うっかり　（態）注
ちゅう

意
い

しないで、失
しっ

敗
ぱい

してしまったようす。
	 ＊うかうか

バイトが忙
いそが

しく、うっかりしている間
あいだ

にレポートの提
ていしゅつ

出期
き

限
げん

が過
す

ぎていた。
学
がっ

校
こう

に遅
おく

れそうになって急
いそ

いで家
いえ

を出
で

たら、うっかり鍵
かぎ

をかけ忘
わす

れてしまった。

 •	うんざり　（態）物
もの

事
ごと

が十
じゅうぶん

分すぎて、嫌
いや

になるようす。
いくら好

す

きだからといって、毎
まい

日
にち

毎
まい

日
にち

カレーばかりじゃ、うんざりするよ。
最
さい

近
きん

、うんざりするほど迷
めい

惑
わく

メールがたくさん届
とど

く。

 •	がっかり　（態）望
のぞ

みが無
な

くなり、気
き

持
も

ちが沈
しず

むようす。
楽
たの

しみにしていた旅
りょ

行
こう

が中
ちゅう

止
し

になり、がっかりした。
合
ごう

格
かく

すると思
おも

っていた試
し

験
けん

に落
お

ちて、彼
かれ

はがっかりしているそうだ。

 •	くよくよ　（態）済
す

んだことをいつまでも思
おも

い悩
なや

むようす。
彼
かれ

は大
だい

学
がく

受
じゅ

験
けん

に失
しっ

敗
ぱい

したことを、いつまでもくよくよしている。
くよくよ悩

なや

んでいないで、次
つぎ

の会
かい

社
しゃ

に履
り

歴
れき

書
しょ

を送
おく

るように、彼
かの

女
じょ

にアドバイスした。

	 がっかり /くよくよ
がっかりもくよくよも、望

のぞ

まない事
こと

があって落
お

ち込
こ

むことを表
あらわ

しますが、くよくよの方
ほう

が、
落
お

ち込
こ

む状
じょうたい

態が続
つづ

いていることに注
ちゅうもく

目した表
ひょうげん

現です。「くよくよ悩
なや

む」とは言いますが、「がっ
かり悩

なや

む」とは言
い

いません。

 •	すっきり　（態）無
む

駄
だ

がなく、気
き

持
も

ちが良
よ

いようす。
	 ＊すきっと

好
す

きなテニスで汗
あせ

を流
なが

すとすっきりする。
昨
さく

夜
や

は早
はや

く寝
ね

たので、すっきりと目
め

が覚
さ

めた。

 •	はっと　（態）
①	 急

きゅう

に思
おも

い当
あ

たるようす。
新
しんしょうひん

商品のアイデアがはっとひらめいた。
集
しゅうちゅう

中して試
し

験
けん

勉
べんきょう

強をしていて、はっと気
き

づいたら、朝
あさ

になっていた。

②	 思
おも

いがけないことで驚
おどろ

いたり、とまどったりするようす。
消
しょうぼうしゃ

防車の大
おお

きなサイレンの音
おと

に、はっと目
め

が覚
さ

めた。
隣
となり

の席
せき

の子
こ

が髪
かみ

を切
き

ったら、はっとするほどきれいになった。
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	 はっと・ぱっと・ばっと
はっとは心

しん

理
り

的
てき

な動
どう

揺
よう

に注
ちゅうもく

目した言
い

い方
かた

なのに対
たい

して、ぱっと、ばっとは動
どう

作
さ

・状
じょうたい

態の変
へん

化
か

に注
ちゅうもく

目した言
い

い方
かた

です。ぱっとは変
へん

化
か

が一
いっしゅん

瞬で起
お

こるようすをばっとは大
おお

きく勢
いきお

いがある
動
うご

きを表
あらわ

します。

 •	びっくり　（態）思
おも

いがけない出
で

来
き

事
ごと

のために、驚
おどろ

くようす。
	 ＊びくっと・びくびく

就
しゅうしょく

職した会
かい

社
しゃ

に中
ちゅうがく

学の同
どうきゅうせい

級生がいてびっくりした。
初
はじ

めて日
に

本
ほん

に来
き

た時
とき

、電
でん

車
しゃ

賃
ちん

が高
たか

くてびっくりした。

	 びっくり /はっと
どちらも驚

おどろ

くようすを表
あらわ

しますが、はっとは感
かん

嘆
たん

して発
はっ

することばの、「はっ」からきてい
るので、思

おも

わず声
こえ

が出
で

るイメージ。それに対
たい

して、びっくりは鋭
するど

くほんの少
すこ

し動
うご

く「びくっ」
からきているので、体

からだ

が一
いっしゅん

瞬動
うご

くイメージ。はっとの方
ほう

が突
とつ

然
ぜん

起
お

こったという感
かん

じがびっく
りより強

つよ

く出
で

ます。

 •	ほっと　（態）安
あん

心
しん

して大
おお

きく息
いき

をはくようす。
やっと期

き

末
まつ

試
し

験
けん

が終
お

わってほっとした。
寝
ね

坊
ぼう

して駅
えき

まで全
ぜん

速
そく

力
りょく

で走
はし

ったら、間
ま

に合
あ

う電
でん

車
しゃ

に乗
の

れて、ほっとした。

	 ほっと・ぽっと・ぼっと
ほっとは安

あん

心
しん

する気
き

持
も

ちを表
あらわ

しますが、ぽっとは急
きゅう

に何
なに

かが表
あらわ

れたり、火
ひ

が付
つ

いたり、顔
かお

が赤
あか

くなったりするようすを表
あらわ

します。また、ぼっとは火
ひ

が燃
も

えるようすや顔
かお

が赤
あか

くなるよ
うすの他

ほか

に、気
き

力
りょく

がないようすも表
あらわ

します。
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